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市民の皆さんとの市長との懇談会（松葉） 

～ＪＲ常磐線佐貫駅を起点とした賑わいの創出について～ 

 

日時 平成 30年 5月 19日（土）14時 00分～16時 15分 

場所 松葉コミュニティセンター 

出席者 市民 45人 

市 中山市長 川村副市長 龍崎市長公室長 宮本都市整備部長 

企画課：森田課長，廣田課長補佐，岡野課長補佐，平野課長補佐， 

小室主査，染谷主幹 

道の駅・牛久沼ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ課：由利課長，青木課長補佐，中島係長 

道路整備課：油原課長，石崎課長補佐 

配布資料 ・市民の皆さんと市長との懇談会 次第 

・ＪＲ常磐線佐貫駅駅名改称事業について 

・佐貫駅東口ロータリー改修事業について 

・牛久沼「感幸地」構想について 

・2018龍ケ崎市牛久沼フォトコンテストについて 

・アンケート用紙 

 

【懇談会内容】 

１．開会，市長あいさつ 

司会より開会のあいさつ，続いて，中山市長よりあいさつ。 

 

２．市からの説明 

（1）懇談会の開催趣旨について 

 市より開催趣旨についての説明 

（2）ＪＲ常磐線佐貫駅駅名改称事業について 

（3）佐貫駅東口ロータリー改修事業について 

（4）牛久沼「感幸地」構想について 

 市より検討状況について，スライドを用いて説明。 

 

３．市民から出た意見・要望事項 

■ＪＲ常磐線佐貫駅駅名改称事業について 

・駅名の名称については，公募したのか。 

・計画どおりにあと 2年で本当に実現できるのか。 

・駅名の名称については，選択肢が残されているのか。（ex.龍ケ崎ﾆｭｰﾀｳﾝ駅，龍ケ崎未来

駅等） 

・駅名の名称については，どのような経緯で決定したのか。 

・駅名改称事業よりも佐貫駅の美化活動に力を入れるべきである。 
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■佐貫駅東口ロータリー改修事業について 

・ロータリーに係るアーケードについては，そこまで費用をかけて行う必要があるのか。 

 

■牛久沼「感幸地」構想について 

・牛久沼 100年構想の考え方については，良いと考えているが，賑わいをつくる 15年構

想部分について，具合的な案を示してほしい。 

・牛久沼における 100年構想については，賑わいを創出した 15年後のコスト計算はして

いるのか。 

・泳げる牛久沼にしてほしい。 

・泳げる牛久沼について，まず旗を揚げることが大切なことであると考えている。 

・牛久沼トレインについては，長年にわたって市民からの要望があるため，5市 1町とよ

く協議をしながら,着実に進めてほしい。 

・牛久沼「感幸地」構想の中で，白鳥に対しての考慮はされているのか。自然・生物との

共存についても配慮してほしい。 

・道の駅整備については，政策情報誌で知った。道の駅整備の進捗状況について教えてほ

しい。 

・道の駅に設置する農産物についても曖昧のような感じを受ける。 

・道の駅整備費用面等において，牛久沼に面する 5市 1町で情報共有できているのか。 

 

■共通事項 

・いずれも財政面で具体的な事業費が示されていない。 

・議題の 3点について，いずれも具体的な費用対効果が示されていない。裏付けされた数

値を示してほしい。 

・税収が減収している中，このような大規模事業を行う必要性があるのか。 

 

■その他 

・市全体の財政推計については，健全な財政運営ができているのか。 

 ・人口減少・少子化対策について市としての具体的な考えを伺いたい。 

 ・佐貫駅前（西口含む）の開発の面において，どのように考えているか。 

・子育て世代のために様々取り組んでいくと言っているが，どんどん子どもが他市町村へ

転出しているのが現状で，それらの流出防止に重点的に取り組むべきではないか。 

・佐貫駅第二踏切の混雑について，緩和をしてほしい。 

・現在，整備中の牛久 6号バイパスについてお伺いしたい。 


